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9 2015（平成27年）

　ゴールデンバット、エコー、わかば、しんせい、ウルマ、バイ
オレットのたばこ６銘柄の特例税率が、平成28年４月１日からの
段階的税率引き上げにより、31年４月１日に廃止されます。国・
地方合わせた1本当たりの現行の税額を比べると、一般のたばこ
の12.2円に対して６銘柄では5.8円になっています。

廃止されるたばこの特例税率

9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER

 21日 ・ 敬老の日
 22日 ・ 国民の休日
 23日 ・ 秋分の日

ワンポイント

日

土

月
火
水
木
金

6

12

7
8
9
10
11

20

26

21
22
23
24
25

・
・

日

土

月
火
水
木
金

・

5

・
1
2
3
4

13

19

14
15
16
17
18

27

・

28
29
30

・
・

・
・
・
・
・

国　税／ 8月分源泉所得税の納付 
 9月10日

国　税／ 7月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 9月30日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 
 9月30日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 9月30日



９月号─2

　

日
本
で
は
、
す
べ
て
の
者
に
「
職

業
選
択
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
、
企

業
に
は
「
採
用
の
自
由
」
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
採
用
の
自
由
」
が
あ
る

と
は
言
え
、
応
募
者
の
人
権
を
侵
害

す
る
よ
う
な
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
採
用
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、

面
接
時
に
触
れ
る
こ
と
や
提
出
さ
せ

る
も
の
に
つ
い
て
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
採
用
選
考
の
実
施

　

公
正
な
採
用
選
考
の
実
施
の
た
め

気
を
つ
け
て
お
き
た
い
の
は
次
の
点

で
す
。

①
　
広
く
門
戸
を
開
く

　

雇
用
条
件
お
よ
び
採
用
基
準
に
合

っ
た
す
べ
て
の
者
が
応
募
で
き
る
状

態
に
し
ま
す
。

②
　
適
正
・
能
力
に
応
じ
て
選
考

　

家
族
状
況
や
生
活
環
境
な
ど
、
応

募
者
の
適
性
・
能
力
と
は
関
係
な
い

事
柄
で
採
否
を
決
定
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

二
　
選
考
準
備

①
　
社
内
体
制

　

適
性
・
能
力
に
よ
る
採
用
基
準
を

明
確
化
し
、
客
観
的
に
評
価
で
き
る

よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
、
採
用
・

面
接
担
当
者
へ
の
周
知
な
ど
社
内
体

制
を
整
え
ま
す
。

②
　
応
募
書
類
等
の
チ
ェ
ッ
ク

　

応
募
者
に
記
入
さ
せ
る
書
類
に
は

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
記
載
項
目
を

設
け
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
履
歴
書
等
に

な
い
独
自
の
項
目
を
設
定
す
る
場
合

は
、
適
性
と
能
力
に
関
係
の
な
い
事

項
を
含
め
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

③
　
試
験
・
作
文

　

応
募
者
が
求
人
職
種
の
職
務
遂
行

上
必
要
な
適
性
・
能
力
を
有
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
方

法
と
し
て
適
当
な
も
の
で
あ
る
か
を

検
討
し
、作
文
を
書
か
せ
る
場
合
は
、

家
庭
環
境
、
思
想
・
信
条
等
の
推
測

に
つ
な
が
る
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

④
　
面
接

　

適
性
と
能
力
に
関
係
の
な
い
事
項

を
尋
ね
た
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
を
尋
ね
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
質
問
項
目

や
評
価
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
き
ま
す
。

三
　
具
体
的
な
配
慮
事
項

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
次
の
①
か
ら

③
に
掲
げ
た
も
の
に
つ
い
て
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
配
慮
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

①
や
②
の
よ
う
に
適
性
・
能
力
に

関
係
が
な
い
事
項
を
応
募
用
紙
に
記

載
さ
せ
、
面
接
で
尋
ね
て
把
握
す
る

こ
と
や
、
③
を
実
施
す
る
こ
と
は
行

わ
な
い
で
選
考
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
本
人
に
責
任
の
な
い
次
の
事
項

の
把
握

・
本
籍
、出
生
地
に
関
す
る
こ
と（「
戸

籍
謄
（
抄
）
本
」
や
本
籍
が
記
載
さ

れ
た
「
住
民
票
（
写
し
）
」
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
は
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。
）

・
家
族
に
関
す
る
こ
と
（
職
業
、
続

柄
、
健
康
、
地
位
、
学
歴
、
収
入
、

資
産
な
ど
）

・
住
宅
状
況
に
関
す
る
こ
と
（
間
取

り
、
部
屋
数
、
住
宅
の
種
類
、
近

郊
の
施
設
な
ど
）

・
生
活
環
境
、
家
庭
環
境
な
ど
に
関

す
る
こ
と

②
　
思
想
信
条
に
か
か
わ
る
こ
と
等

の
把
握

・
宗
教
に
関
す
る
こ
と

・
支
持
政
党
に
関
す
る
こ
と

・
人
生
観
、
生
活
信
条
に
関
す
る
こ

と
・
尊
敬
す
る
人
物
に
関
す
る
こ
と

・
思
想
に
関
す
る
こ
と

・
労
働
組
合
、
学
生
運
動
な
ど
社
会

運
動
に
関
す
る
こ
と

・
購
読
新
聞
、
雑
誌
、
愛
読
書
な
ど

に
関
す
る
こ
と

③
　
採
用
選
考
の
方
法

・
身
元
調
査
な
ど
の
実
施
（
「
現
住

所
の
略
図
」
は
生
活
環
境
な
ど
の

把
握
、
身
元
調
査
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
）

・
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用
紙
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
履
歴
書
に
基
づ
か

な
い
事
項
を
含
ん
だ
応
募
書
類
の

使
用

・
合
理
的
、
客
観
的
に
必
要
性
が
認

め
ら
れ
な
い
採
用
選
考
時
の
健
康

診
断
の
実
施

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
配
慮
事
項
は
採

用
に
あ
た
り
適
正
や
能
力
と
は
関
係

の
な
い
事
柄
で
採
否
を
決
定
し
な
い

よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

を
追
加
す
る
た
め
、
扶
養
家
族
の
年

収
を
把
握
す
る
資
料
や
住
民
票
等
を

提
出
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、入
社
後
に
、

公
正
な
採
用
選
考
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必
要
に
応
じ
て
各
種
書
類
を
要
求
す

る
こ
と
ま
で
排
除
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
　
募
集
・
採
用
時
の
禁
止
事
項

　

法
令
に
よ
り
募
集
・
採
用
時
の
禁

止
事
項
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

「
男
女
の
雇
用
機
会
均
等
」「
年
齢
制
限
」

に
つ
い
て
も
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

㈠
　
男
女
の
雇
用
機
会
均
等

　

労
働
者
を
募
集
・
採
用
す
る
際
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
均
等
な
機
会
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第

五
条
）。

　

違
反
す
る
例
と
し
て
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

①
　
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
対
象
か
ら
男
女
の
い
ず
れ
か
を

排
除
す
る
こ
と

②
　
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
の
条

件
を
男
女
で
異
な
る
も
の
と
す
る

こ
と

③
　
採
用
選
考
に
お
い
て
、
能
力
お

よ
び
資
質
の
有
無
等
を
判
断
す
る

場
合
に
、
そ
の
方
法
や
基
準
に
つ

い
て
男
女
で
異
な
る
取
扱
い
を
す

る
こ
と

④
　
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
男
女

の
い
ず
れ
か
を
優
先
す
る
こ
と

⑤
　
求
人
の
内
容
の
説
明
等
募
集
ま

た
は
採
用
に
係
る
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
、
男
女
で
異
な
る
取
扱
い

を
す
る
こ
と

㈡
　
年
齢
制
限

　

労
働
者
を
募
集
・
採
用
す
る
際
は
、

原
則
と
し
て
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な

く
均
等
な
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
雇
用
対

策
法
第
十
条
）。

　

例
外
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
年
齢
制
限
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
齢
の
上
限
（
六
十
五

歳
未
満
の
も
の
に
限
る
）
を
定
め
る

場
合
に
は
、
求
職
者
、
職
業
紹
介
事

業
者
等
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
を
書

面
や
電
子
媒
体
に
よ
り
提
示
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

①
　
定
年
年
齢
を
上
限
と
し
て
、
そ

の
上
限
年
齢
未
満
の
労
働
者
を
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
対

象
と
し
て
募
集
・
採
用
す
る
場
合

②
　
労
働
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
の

規
定
に
よ
り
年
齢
制
限
が
設
け
ら

れ
て
い
る
場
合

③
　
長
期
勤
続
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
図
る
観
点
か
ら
、
若
年
者
等

を
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約

の
対
象
と
し
て
募
集
・
採
用
す
る

場
合

④
　
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
の
観

点
か
ら
、
特
定
の
職
種
に
お
い
て

労
働
者
数
が
相
当
程
度
少
な
い
特

定
の
年
齢
層
に
限
定
し
、
か
つ
、

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の

対
象
と
し
て
募
集
・
採
用
す
る
場

合
⑤
　
芸
術
・
芸
能
の
分
野
に
お
け
る

表
現
の
真
実
性
な
ど
の
要
請
が
あ

る
場
合

⑥
　
六
十
歳
以
上
の
高
年
齢
者
ま
た

は
特
定
の
年
齢
層
の
雇
用
を
促
進

す
る
施
策
（
国
の
施
策
を
活
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
）
の
対

象
と
な
る
者
に
限
定
し
て
募
集
・

採
用
す
る
場
合

㈢
　
間
接
差
別
の
禁
止

　

募
集
ま
た
は
採
用
の
要
件
と
し
て
、

合
理
的
な
理
由
な
く
「
身
長
、
体
重

又
は
体
力
に
関
す
る
事
由
を
要
件
と

す
る
も
の
」、「
転
居
を
伴
う
配
置
転

換
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
も
の
」
を
設
け
る
こ
と

を
禁
じ
て
い
ま
す
（
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
第
七
条
）。

　

こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
要
件
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
の
ど
ち
ら

か
一
方
に
対
し
、
不
利
益
を
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
荷
物
を
運
搬
す
る
業
務

の
た
め
一
定
以
上
の
体
力
が
あ
る
こ

と
を
要
件
と
す
る
こ
と
や
、
各
地
に

支
社
が
あ
り
転
居
を
伴
う
転
勤
が
常

態
と
し
て
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
前

述
の
要
件
を
設
け
る
こ
と
に
「
合
理

的
な
理
由
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
防
犯
を
本
来
の
目
的
と
し
て

い
な
い
警
備
員
の
職
務
（
受
付
や
出

入
者
の
チ
ェ
ッ
ク
の
み
を
行
う
な
ど
）

に
つ
い
て
、
身
長
又
は
体
重
が
一
定

以
上
で
あ
る
こ
と
を
募
集
・
採
用
の

要
件
と
す
る
場
合
は
、
合
理
的
な
理

由
が
な
い
要
件
と
判
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

明
示
す
る
労
働
条
件
は
、
就
職
の

機
会
均
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
実
態
に

即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
定
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

公
正
な
選
考
に
つ
い
て
の
配
慮
事

項
お
よ
び
労
働
者
の
募
集
・
採
用
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
労
働
局
ま
た

は
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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　被用者年金制度は、厚生年金と共済年金
に分けて運営されていましたが、年金制度
の公平性を確保するため、平成27年10月
から、共済年金に加入している公務員や私
立学校の教職員も厚生年金に加入すること
となり、被用者年金制度の一元化が行われ
ることになりました。
　一元化により、２階部分の年金を厚生年
金に統一することや、共済年金の保険料を
厚生年金の保険料率に統一する等の他、次
に掲げる共済年金と厚生年金との制度間の
差異を厚生年金に揃えることで解消します
（女性の年金支給開始年齢の差異のみ経過
措置として存続）。
①　被保険者の年齢制限
　　共済年金の被保険者は年齢制限なし
（私学共済を除く）でしたが、これを厚
生年金と同様に70歳までとする年齢制
限を設けました。

②　未支給年金の給付範囲
　　共済年金では、受給権者が死亡した場
合に、未支給となっていた給付を受ける
ことができる遺族の範囲を広く定めてい
ましたが、これを厚生年金と同範囲にし
ました。

③　老齢給付の在職支給停止
　　支給停止の計算方法の差異を統一し、
厚生年金に合わせました。

④　障害給付の保険料納付要件
　　共済年金の障害給付は、保険料納付要
件が定められていませんでした。今後は
厚生年金と同様に、一定の保険料納付要
件を満たすときに受給権が生じます。

⑤　遺族年金の転給
　　遺族年金は、給付を受けることができ
る遺族の順位が定められています。共済
年金では先順位者が失権したときに次順
位者が受けられる制度（転給）がありま
したが、厚生年金に合わせ、転給の扱い
を行わないことにしました。

　平成27年6月から、健康保険・厚生年
金保険の「新規適用届」および「事業所関係
変更（訂正）届」に関し、次の届出事項の追
加が行われました。
①　個人・法人等の区分
②　会社法人等番号（登記簿謄本に記載）
③　本・支店の区分
④　内・外国法人の区分
　新しい様式の入手および記載事項の問い
合わせの窓口は年金事務所となります。
　また、事業所関係変更（訂正）届につい
ては、代表者変更があったときの事業主記
載欄の取扱いも改められました。
　事業主（代表者）が変更となった場合、
従来は届書に「変更前事業主」と「変更後事
業主」の両者が署名することを要しました
が、変更後の事業主（代表者）が変更前後
の事業主（代表者）の氏名、住所及び変更
年月日を記入することで足りる取扱いとさ
れました。

　
使
用
者
は
、
労
働
時
間
の
長
さ
に

応
じ
次
の
休
憩
時
間
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
六
時
間
を
超
え
る
場
合
は
少
な
く

と
も
四
十
五
分

・
八
時
間
を
超
え
る
場
合
は
少
な
く

と
も
一
時
間

　
原
則
と
し
て
、
次
の
方
法
に
よ
り

付
与
し
ま
す
。

①
　
労
働
時
間
の
途
中
に
与
え
る

②
　
一
斉
に
与
え
る

③
　
自
由
に
利
用
さ
せ
る

　
な
お
、
②
の
一
斉
付
与
は
例
外
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
運
輸
交
通
業
、

商
業
、
保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽
業

等
の
事
業
に
つ
い
て
は
一
斉
に
付
与

せ
ず
、
労
働
者
ご
と
に
異
な
る
時
間

に
付
与
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
は
「
労
使
協

定
」
の
締
結
（
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

届
出
は
不
要
）
に
よ
り
一
斉
に
付
与

を
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

年金制度の一元化

社会保険の届出事項変更
休
憩
の
取
扱
い
（
労
働
基
準
法
）


